






































































































































図 1 『道頓堀』第 9号（大正 8年 11月）の表紙
住田良三の描いたモダンガール。





























































図 2 『家庭講座』（第 3年 4月号、昭和 3年）の表紙
高橋春佳の描いたモダンガール。































































図 3 『ファッション』（7巻 1月号、昭和 14年）の表紙
西欧人をモデルにしている。
― ２４ ― 社 会 学 部 紀 要 第135号
洋髪、洋靴など、欧米調の服飾スタイルが紹介さ
れ、毎号のように洋装スタイルが図版入りで登場
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出典：寺川信 1933 : 47。
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ことは迚もなかった」（鶴丸 1932 : 41）。続いて、
こうも付け加えている。「先づ女給が今のような
サービス振りをやりだしたのはパノンの出来た後
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いたと考えてよい。
大正期から昭和期にかけてのカフェの変化は、




















































出典：著者不詳 b 1919 : 15。















































































































































































た」（篠崎 1954 : 175）というように、室内を豪
華な設備で整えた。三田純一の紹介でも、「入口
には自動ピアノをおき」というように、最先端の




































































































図 15 a マッチラベル：美人座（①－⑪）
b マッチラベル：赤玉（⑫－⑬）
c マッチラベル：中国・天津の美人座⑭




































店（支店）名 経営者名 所在地 店名 経営者名 所在地 店名 経営者名 所在地
①昭和 2年11月10日 赤玉（食堂） 榎本正 南区西櫓














美人座 杉山市一 南区高津 美人座 杉山敏雄 北区曽根崎新地























































































































































出典：高橋 1931 : 23。
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出典：『東京朝日新聞』昭和 7年 12月 11日。
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日新聞』は大々的に報道している。「カフェーは
西方より／大阪から銀座へ」（『大阪朝日新聞』昭








聞』昭和 5年 10月 20日）とは、よく言ったもの
である。この状況を石浜金作は「大阪カフェの東




































































































































図 20 銀座クロネコ 本美人座の広告
出典：『読売新聞』昭和 7年 7月 30日。
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露わにして「東京支店ナシ」と言い、「ニセモノ
御注意」とまで警告を出している（『都新聞』昭
















































































る（永井 1963 : 12）。













はよく言ったものである（永井 1963 : 34-35）。



























































































































































































































た（石浜 1930 : 75）。「侵略」とは言い得て妙な
図 27 台北での「美人座」開業広告
出典：『台湾日日新報』昭和 5年 12月 22日。



































































出典：『満洲日報』昭和 7年 12月 8日。






















出典：『京城日報』昭和 6年 7月 2日。
図 30 中国・天津の美人座の広告
出典：川島 1939 : 136。




































































































































































──── 1963「断腸亭日記 巻 15」『荷風全集』21
巻、東京：岩波書店。
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日比繁治郎 1930『道頓堀通』、東京：四六書院。
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集団』2-6 : 50-51, 37。
宮前治清 1935「一大カフェー王国を築く：多額納税
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The Story of Bijinza (The Beauty Club):
A history of an Iconic Café in Modern Japan (1)
ABSTRACT
Many scholars have studied the history of cafés in Japan. In particular, Mu-
rashima, a famous writer, contributed to the study of amusement activities in Osaka.
He analyzed many aspeets of subcultures in Osaka from sociological point of view.
The present author shares the same interest with him in studying Osaka’s modern
history, particularly popular culture in the Meiji, Taisyo, and Showa eras. At the begin-
ning of Showa era, former waitresses created a Japanese-style café, serving guests, sit-
ting together in the same sofas, enjoying conversation, and eating dishes as compan-
ions. The waitresses were called jyokyu in Japanese, some of whom were “sex work-
ers.”
This paper describes the characteristic features of the famous café, Bijinza (The
Beauty Club) in the Dotonbori area of Osaka, which serves as an example of leisure
activities in the Showa era before World War II.
Key Words: Bijinza , café, jyokyu (waitress), Dotonbori (Osaka), erotic capital, modern
Japan
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